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Abstract: A questionnaire on precision technology in Shizuoka Prefecture was conducted by Advanced 
Precision Technology Committee (APT-com) in 2019. The total number of respondents was 62, of which 27 
were committee members and 30 were mold engineers. Regarding the image values of "precision and 
resolution", the distribution graph of the "precision" image is almost the same as usual and tends to concentrate 
on 1 to 100 µm. On the other hand, with regards to "ultra-precision", many respondents show an image value of 
1 µm or less. Among them, there were multiple respondents who indicated 0.1 nm (= 100 pm) and 0.01 nm (= 
10 pm), indicating that they are aiming for "pico technology" rather than "nanotechnology". And it was found 
that the shortage of engineers is a major problem, and that there are problems such as processing, measurement, 
and temperature control. It was also found that the percentage of companies that do not implement AI or IoT is 


























 先端精密技術に対して期待される AI（人工知能）、IoT 
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 先端精密技術研究会（Advanced Precision Technology
を略して APT 研ともいう）は 2021 年で 23 年を経過するま
で、企業数 40 社、個人会員 20 となっている。（ただし、














合計 62 件 
会員 27 件 
非会員 35 件 
 
 

















































□①切削 □②研削・研磨 □③塑性加工 □④電
気加工  □⑤その他（           ） 
（３）次の精密技術と思われる中に、貴社（貴方）
の関心のある物を選んでください（複数回答可）。 
□①加工 □②位置決め □③計測 □④制御（メカ
トロニクスを含む） □⑤機械要素 □⑥環境 □⑦
CAD・CAM □⑧トライボロジー □⑨半導体 □⑩
その他（           ） 
（２）あなたの職種を下記より選んでください（複
数回答可）。 
□①設計 □②研究・開発 □③加工技術 □④組立
技術 □⑤検査 □⑥営業・営業技術 □⑦その




□①企業 □②大学・高専など □③公的研究機関 
□④その他（     ） 




























































□①0.01nm 以下 □②0.1nm 以下 □③1nm 以下 
□④10nm 以下 □⑤100nm（＝0.1µm）以下 □⑥






□①100nm（＝0.1µm）以下 □②1µm 以下 □③















・新規開発品の 3 次元超精密微細加工(R2 ㎛ミーリング)















「①ある」の回答者合計 38 件  
会員 19 件 














































 ①高精度放電加工機 ②超高精度放電加工機 
 ①3Dスキャナ ②ナノ加工装置 














 精密技術①：                                
 超精密技術②：   
貴社（貴方）の扱っている事業の中に、精密・超精
密技術に属すると思われるのがありますか。 
（２）超精密技術  □①ある  □②ない 
貴社（貴方）の扱っている事業の中に、精密・超精
密技術に属すると思われるのがありますか。 
（１）精密技術   □①ある  □②ない 






 ②超精密マシニングセンターによる 3 次元形状精度
±10㎛の加工実績を有する。 
 











































 IoT を予防保全の目的で製品に組み込んでいる。 
 K 社の V と呼ばれる画像認識 AI を多数販売した。M







 自社製品への IoT 対応機能付加、自社製品への AI 組
込み検討 

























































































い付かない ③都市部での製造は？ ④建屋が古い 











 ②制御方法等の問題：CAM データと加工機の適正化 
 ⑥測定時間や検証の負荷 
 ①養成：若手(大・高)卒者の人材確保 







□①技術者の不足、養成 （    ） 
□②加工、計測、制御方法等の問題（   ） 
□③外乱、振動等の問題  （       ） 
□④環境、温度等の問題  （              ） 
□⑤熱による伸縮    （                ） 
□⑥精度などの検証の問題（          ） 
□⑦低価格化の問題      （                ） 
□⑧その他           （                ）  

























































15年間での共同研究は合計 17 件に達し、その中で 7 件
が商品化していることを付け加える。 
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